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南信州広域連合第９回広域連合会議 結果報告 

日時：令和４年12月15日(木) 15：10～16：30 

場所：県飯田合同庁舎301号会議室（講堂） 

 

【出席者】14市町村長、副管理者 

    〔南信州地域振興局〕小川副局長 

〔飯田建設事務所〕太田所長 

〔飯田保健福祉事務所〕松岡所長 

〔飯田市リニア推進部リニア整備課〕牧島課長 

〔飯田広域消防〕有賀消防長・北澤消防次長兼総務課長 

〔飯田環境センター〕飯田事務長 

〔事務局〕吉川事務局長・小椋事務局次長兼総務課長・伊藤地域医療福祉連携課長 

野牧広域振興係長・伊藤庶務係長・松澤庶務係主事 

 

 

１ 開会…15：10 

 

２ 広域連合長あいさつ   

  年末も押し迫る時期となりました。本日、会場の中央にリニア駅周辺整備に係る模型を用意させてもら

った。後ほど協議・報告事項の中で模型をご覧いただきながら、土木関係の実施設計の成果について飯田

市の方から説明させていただきたい。 

  また、今月の 21 日には、ＪＲ東海幹部の皆様との意見交換会、22 日にはリニア駅関連工事の起工式等

を予定している。情報共有を密に進めていければと思う。 

     

３  協議・報告事項について   

（1）新型コロナウイルス感染症対策について   

【飯田保健福祉事務所】  

＊最近の新型コロナウイルスの感染状況等について説明。   

  ・飯田下伊那圏域において、11月下旬に直近１週間あたりの感染者数が 2,000 人を超えた。１日あた

り約300人以上の感染者となり、一時、入院すべき人が入院することができないといった状況に陥っ

た。現在は徐々に感染者数が減少しているが、１日あたり200人を超えないようにすることが医療ひ

っ迫を招かないためのボーダーラインといえる。 

  ・自己検査については、鼻咽頭からの検体採取を勧める。マニュアルには鼻腔から採取をするように記

載がされているが、早期に発見するのであれば、ウイルスが増え始める鼻咽頭で採取することが重要。 

  ・寒い時期ではあるが、こまめに換気行い感染予防を徹底して欲しい。 

  （主な意見等） 

      泰阜村：先日、村内の施設入所者６名に対し研究用キットで検査をしたところ、うち４名が薄く反応 

       を示したが、翌日、医療用キットで再検査したところ、皆陰性であった。 

       こういったことはあり得るのか。 

飯田保健福祉事務所：使用している研究用キット（ウェルサイン）は非常に感度が高く、陰性であっても薄く反応 

を示すことがある。これはキットの性能上仕方のないことであるが、万が一反応を示した場 

合はＰＣＲ検査等を受けることをお勧めする。  
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（2）根羽村の総務省「過疎地域持続的発展優良事例総務大臣賞」受賞について  【根羽村】  

 ～資料No.1～   

   ＊令和４年度過疎地域持続的発展優良事例表彰として、根羽村が総務大臣賞を受賞。表彰団体は全国で 

根羽村を含む８団体（総務大臣賞４団体、全国過疎地域連盟会長賞４団体）であり、受賞に至った評 

価のポイント等について資料に基づき説明。 

   → 質疑等なし 

 

（3）リニア駅周辺整備について  【飯田市リニア推進部】  ～資料No.2～ 

 ＊実施設計（土木関係）の成果について、リニア駅周辺整備の模型を見ながら説明。 

（配布資料に基づく説明動画は飯田市のYouTubeチャンネルで配信中） 

   → 質疑等なし 

 

（4）プラ資源循環促進法への対応について  【飯田環境センター事務長】 ～資料No.3～ 

 ＊プラ資源循環促進法の趣旨に基づきプラスチック廃棄物が正しく分別され、稲葉クリーンセンターへ 

のプラごみの搬入量が削減された場合の運営事業費への影響について説明。 

   （主な意見等） 

         高森町：仮にプラスチック廃棄物の搬入量が最大限削減されても稲葉クリーンセンターの運営に  

おいてメリットがあるという解釈でよろしいか。 

  飯田環境センター事務長：そのとおりです。仮にプラスチック類廃棄物の搬入量が最大限削減されたとしても、 

運営に悪影響を及ぼすことはなく、事業費の縮減効果が期待できるものと推測します。 

      高森町：高森町としても、できるだけ早い時期にプラスチック類廃棄物の処理の仕方を検討し、

協力していければと思う。 

 

（5）ご当地ナンバープレートへの対応について  【事務局長】  ～資料No.4～ 

  ＊ご当地ナンバープレート導入へ向けた今後の計画、広報・周知活動、第２回アンケート調査の実施方

法について説明。 

   ・アンケートは無作為抽出による郵送依頼とし、はがき又はインターネットで回答できるものとする。 

   ・設問については、以下の２点。 

   「『南信州』ナンバーに賛成ですか、反対ですか」 

   「図柄入りの「南信州ナンバープレート」に取り入れたいイラスト（例：名物、名所、特産品など） 

について、ご意見があれば記入してください。」 

   ・ポスターやチラシの作成、また南信州広域連合の広報誌やウェブサイトへ掲載するなど、広報・周知

活動にも力を入れていく。 

  （主な意見等） 

       阿智村：アンケート調査について、多くの方々からの回答を得られるように、町の広報誌に掲載し周 

知するなど協力をしていきたい。   

 

 （6）飯田広域消防本部から  【消防次長兼総務課長】  ～資料No.5～ 

   ＊年末年始警戒の実施、火災発生状況について説明。 

   ・年末年始警戒実施期間：令和４年12月１日～令和５年１月３日（12月25日～30日までは特別警戒） 

   ・大型店舗等年末立入検査を実施するなど、事業者に対して火災予防の啓発をする。 

   ・車両による巡回広報のほか、市町村及び各報道機関と協働して住民の方々へ火災予防の啓発をする。 

   ・特別警戒期間中は出向制限や当直人員の確保に努めるなど、即応体制の強化を図る。 
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   ・12月12日現在の火災発生件数は、60件（前年同日比 △11件）。 

       → 質疑等なし 

 

（7）その他  【事務局広域振興係長】  ～資料No.7～ 

   ＊第１回南信州民俗芸能フェスティバルについて   

   ・日時：令和５年２月26日（日） 13時00分～16時00分 

   ・場所：阿南文化会館（阿南町西條2335番地1）   

   ・風流踊がユネスコ無形文化遺産に登録されたことを受けた記念大会として開催するもの。 

   ・長野県で今回ユネスコ登録された３つの風流踊りの上演やユネスコ登録に関する講演を予定。 

   ・令和５年１月に広報用のチラシを配布予定。      

        → 質疑等なし    

 

４ 長野県から 

【南信州地域振興局副局長】 

  ・オミクロン株対応のワクチン接種について、重症者リスクの高い方々を優先に、希望する方の年内接 

種ができるように接種枠の確保をお願いしたい。 

  ・マイナンバーカード普及促進について、国のマイナポイント付与（第２弾）の期限が 12月末（その後 

R5.2月末まで延長となる）となっているため、一層の取組強化をお願いしたい。 

 【飯田建設事務所】 

  ・お手元に水色の缶バッジを配布したが、これは11月末に諏訪湖流域の市町村で治水同盟会を発足した 

ことを機に作成したもの。当地域でも流域治水の推進に努めていくのでご協力願いたい。 

 

５ 当面の日程について    

    １月16日     広域連合会議             

   

６ その他 

  特になし 

 

７ 閉会…16：30 


